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お盆が過ぎ 、ようや く暑さも峠を 越える かと思いきや 、残暑 は 10 月ごろまで

長引くとの予 報です 。  

現在会員登録数 4,130 人さま。次号は９ 月 20 日発行の予定 で す／  
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●「おはなし モノレ ール」参加者 募集  

貸切の大阪モ ノレー ル車内で「おはな し会 」を楽しみ、彩都の 会 場で「パネル

シアター」を 観てい ただくお子様 向けの イベントです 。  

５歳から小学 ３年生 までのお子様 と保護 者、あわせて 240 人を募集します 。  

９月 18 日（月・祝）開催、参加費は ひと り 500 円（大人・子 ど も同額）です。

参加申し込み 締切は ８月 31 日（木 ）。※  申し込み多数 の場合 は抽選  

◇  詳細・申し込み ↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/01_kids/index.html#ohanashimonorail 

 

●「第 40 回  日産  童話と絵本のグ ランプ リ」作品募集  

ア マ チ ュ ア 作 家 を 対 象 と し た 創 作 童 話 と 絵 本 の コ ン テ ス ト で す 。 構 成 、 時 代

な ど テ ー マ は 自 由 で 、 子 ど も を 対 象 と し た 未 発 表 の 創 作 童 話 、 創 作 絵 本 を 募

集しています 。締め 切りは 10 月 31 日（火）です。詳 細は↓ ↓  

http://www.iiclo.or.jp/07_com-con/02_nissan/index.html#40boshu 

 

●  寄付金を募集し て います  

当 財 団 の 運 営 を 応 援 い た だ け る 個 人 、 法 人 の 皆 さ ま か ら の ご 寄 付 を 募 っ て い

ます。寄付金は、当 財 団が行う講座・講 演会 など、さまざまな 事業 経費に充て

させていただ きます 。ぜひ、ご協 力いた だきますよう お願い します。  

＊ 年 間 １ 万 円 以 上 ご 寄 付 い た だ い た 方 に は 、 イ イ ク ロ ち ゃ ん グ ッ ズ を プ レ ゼ

ントしていま す。  

※詳細は  →  http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html 

※ Syncable（ シ ン カ ブ ル ） ＝ 継 続 寄 付 （ 毎 年 ／ 毎 月 ）、 単 発 寄 付 が 選 べ ま す 。 

→  https://syncable.biz/associate/19800701/ 

 

●  YouTube「大阪国 際児童文学振 興財団  公式チャンネ ル  IICLO」  

https://www.youtube.com/@iiclo1196 

http://www.iiclo.or.jp/03_event/01_kids/index.html#ohanashimonorail
http://www.iiclo.or.jp/07_com-con/02_nissan/index.html#40boshu
http://www.iiclo.or.jp/donation_10th.html
https://syncable.biz/associate/19800701/
https://www.youtube.com/@iiclo1196


公開内容一覧 は  →  http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html 

 

●  当財団公式  Twitter →  https://twitter.com/IICLO_News 
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【２】コラム  
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***************************************************************** 

《１》この本 読んだ ？  Yasuko's ＆  Masayo 's Talk 

***************************************************************** 

『いつものと ころで  ワタシゴト  １４歳 のひろしま・ ３』  中 澤晶子 /作  

ささめやゆき /絵  汐 文社  2023年 7月  対 象年齢：中学 生以上  

 

＊今回のゲス トは愛 知淑徳大学の 酒井晶 代さん（Ｍ） です。  

 

あらすじ：広 島へ修 学旅行に行く 事前学 習として、山 川さん というおばあ さ

んから原爆で 妹を亡 くした体験を 聞いた 笹の森中学の ３年生 を描いた連作

集。「描く 」では、 祖 母と母を画家 に持つ 明（めい）が 、山川 さんの肖像

画を描くこと になる 。「縫う」では 、手芸 クラブのみか るが、 山川さんの

妹の制服を文 化祭の クラブの共同 制作と して復元する ことに なる。「う た

う」は、カウ ンター テナーのつば さが、 修学旅行先で 合唱の 指揮をし、そ

のあと、合唱 部の仲 間とともに、 山川さ んに歌を歌う 。「演 じ る」では、

演劇部の蘭が 、文化 祭でグローバ ル・ヒ バクシャの朗 読劇を 制作する。  

 

Ｙ：三部作「 ワタシ ゴト  １４歳 のひろ しま」が完結 しまし た。  

Ｍ：一 冊ずつ趣向 が違 ってそれぞれ に読み 応えのある三 部作だ と思いました 。 

Ｙ：第一作は 、さまざ まな生きにく さを抱 えている中学 生たち が、広島の平 和

記 念 公 園 へ 行 き 、 資 料 館 に 展 示 さ れ て い る モ ノ を 見 た り 、 公 園 で 人 に 出 会

ったりして、戦争 や原 爆を「ワタシゴト」と して考える様 子が描 かれ、第二

作『あなたがい たとこ ろ』は、平和記 念資料 館以外の戦争 とかか わりのある

場 所 も 訪 れ て 、 よ り 広 い 視 野 で 戦 争 や 広 島 に つ い て 考 え ら れ る よ う に な っ

ています。  

Ｍ：本作は、『い つも のところで』とい う 表題のとおり、主 人 公たちは修学旅

行へ行きます が、その 詳しい内容は 書かれ ておらず、読者 に想像 させ、いつ

も い る 場 所 で 、 修 学 旅 行 の 前 後 に 、 戦 争 や 被 ば く に つ い て 考 え る と い う し

か け に な っ て い ま す 。 三 作 目 に ふ さ わ し く 、 平 和 に つ い て 考 え る の は 特 別

な 場 所 と 時 間 だ け で は な く 、 日 常 の 中 で 考 え 続 け る こ と が 大 切 だ と い う メ

ッセージが伝 わりま す。  

Ｙ ： 原 爆 を 体 験 し 、 学 徒 動 員 で 作 業 を 行 っ て い て 行 方 不 明 の ま ま の 妹 さ ん の

ことを語る山 川さん も、主人公たち と同じ 地域＝「いつも のとこ ろ」に住ん

でいる人です 。  

Ｍ：章立ては 、「 描く」「縫う」「うたう 」「 演 じる」となっ ていて、芸術や手仕

事を通して考 えると いうことが主 題にな っています。  

Ｙ：そ れぞれの章 の冒 頭でほかとは 違う字 体で山川さん の声が 書かれていて 、

自分のことや、妹 のこ と、友だちについ て、そして、今を生き る生 徒たちへ

のメッセージ のよう に感じられま す。  

Ｍ：各章には それぞれ 主人公がいま すが、す べての章に登 場する のが、ムラヤ

マタカシ。タカシ は、修学旅行から 帰った あと、山川さんに 連絡 をとり、各

章の主人公た ちを山 川さんの家に 誘いま す。カタカナ表記 され ているのは 、

タ カ シ に 舞 台 回 し の 役 割 が あ る こ と を 示 し て い る の か な と 思 い ま し た 。 そ

ういう意味で は、「ひ ろしま」が ひらがな表 記である理由 も探っ てみたくな

http://www.iiclo.or.jp/m1_youtube/index.html
https://twitter.com/IICLO_News


りました。  

Ｙ：各 章の結末近 くに は、広島平和記念 日で ある、８月６日が 明日 や、明後日

や 、 今 日 な ど と 書 か れ て い て 、 こ の 日 を 忘 れ な い と い う 思 い が 作 品 か ら 伝

わります。作品 最後の 文が、「は い、わたし、セットします」となっ ていて、

主 人 公 の 蘭 が ８ 月 ６ 日 の 朝 、 起 き ら れ る よ う に 目 覚 ま し を セ ッ ト す る と こ

ろ で 終 わ っ て い ま す 。 忘 れ な い た め に は 、 強 い 意 志 と 行 動 が 必 要 だ と い う

ようにも読め ると思 いました。  

Ｍ：最 後が「ひろし ま 」だけで終わらず、世 界の被ばく者 に思い をはせるとこ

ろ で 終 わ っ て い る こ と で 、 三 部 作 が 世 界 へ と 広 が り 、 未 来 へ と 向 か う 作 品

になったと思 いまし た。  

  各章にお いしそ うな食べ物が 出てき たり、「縫う 」に登場 する呉服店の お

ばあさんのよ うな、味 のある脇役が 出てき たりする点も、他の作 品同様、中

澤作品の魅力 だと思 いました。  

 

***************************************************************** 

《２》イーハ トヴ周 遊  宮沢賢治 の童話 を読破する  

***************************************************************** 

第 96 回「チュウリ ッ プの幻術」  

 真昼の饗宴  

 

５月の農園に やって きたのは、洋 傘直しで す。―「何か ご用はあ りませんか。

若し又何か鋏 でも研 ぐのがありま したら そちらの方も いたし ます。」  

農 園 の 主 人 か ら あ ず か っ た も の に く わ え て 、 園 丁 が 自 分 の 西 洋 剃 刀 を 研 ぐ の

を頼んだのに 、その 代金を受け取 っても らえなくて 、園丁は 、「そんなら まあ

私 の 作 っ た 花 で も 見 て 行 っ て 下 さ い 。」 と 、 う っ こ ん こ う の 畑 へ 案 内 し ま す 。

うっこんこう は鬱金 香、チュウリ ップの漢 名だといいま す。畑の なかで、園丁

と洋傘直しの 会話が 重ねられます 。  

 

「そして、そら、光 が 湧いているで しょう。おお、湧き あがる、湧 きあがる、

花 の 盃 を あ ふ れ て ひ ろ が り 湧 き あ が り ひ ろ が り ひ ろ が り も う 青 ぞ ら も 光 の 波

で一ぱいです 。山脈の 雪も光の中で 機嫌よ く空へ笑って います。湧きます、湧

きます。ふ う、チュ ウ リップの光の 酒。どう です。チュ ウリップの 光の酒。ほ

めて下さい 。」  

「ええ、この エステ ルは上等です 。とて も合成できま せん。」  

 

たしかに、チ ュウリ ップの花は、 ワイン グラスのよう です。 賢治の歌稿 B492

「 チ ュ ウ リ ッ プ ／ か ゞ や く 酒 は 湧 き た て ど ／ そ の み ど り な る 柄 は ふ る は ざ り 」

と 、 そ の 下 書 稿 「 か げ ら (マ マ )ふ は ／ う つ こ ん か う に 湧 き た て ど ／ そ の み ど

りなる柄はふ るはざ り。」を 踏まえて 、チ ュウリップか ら湧き 出る酒とは 、か

げろうをイメ ージし たものだろう と述べ たのは原子朗 です（『 定本宮澤賢治 語

彙事典』 2013 年）。洋 傘直しは、そ れを香 り立つ「エス テル」 と呼びます。  

 

「 い い え 、 私 は エ ス テ ル 工 学 校 の 卒 業 生 で す 。」「 エ ス テ ル 工 学 校 。 ハ ッ ハ ッ

ハ。素敵だ 。さあど う です。一杯 やりましょ う。チュウ リップの光 の酒。さあ

飲みませんか 。」「いや、やりましょう。よう、あなたの健康 を祝します 。」―

ふたりのこと ばのや りとりは、ど んどん加 速していきま す。まる で、真昼の饗

宴です。かつ て、私 は、「よ だかの星 」や 、それとはち がうタ イプの「かし わ

ばやしの夜」など の賢 治童話に、ことば によ って「過剰さ」が積 み 上げられて

い っ た あ げ く に 「 浄 化 」 が お と ず れ る と い う 力 学 を 見 出 し た こ と が あ り ま す

（宮川健郎「声 と力」 2004 年）。こ の「チュ ウリップの幻 術」に も、同じもの

を感じます。  



 

洋傘直しは「 ああ、も うよほど経っ たでし ょう。チュウ リップの 幻術にかかっ

ているうちに 。」とよ ろよろ立ち去 ってい きますが、チュウリッ プの幻術を現

出させたのも 賢治の ことばですか ら、これ は、やはり、ことばの 幻術ともいえ

ます。（馬 車別当）  

 

（本文の引用 は、筑摩 書房版『宮沢 賢治コレ クション４  雁の童 子』によりま

した。）  

 

***************************************************************** 

《３》子ども の本の 珠玉のことば  ５０  

***************************************************************** 

 

○どの部屋か に、耳の とおいおばさ んがい る。ぼくはおも いだし た。やけあ

とを、あるいてい た、目の大きなぼ うや。あ のときは、ぶあい そで 、ごめんな。  

  ぼうやの とけい が、とまった らしい 。  

○きぬえのと けい、 とまるな。と まるな 、とまるな。  

 

（『八月が くるたび に 』  おおえひ で /作  篠原勝之 /え  理論 社 1971 年 1 月  

p.110）  

 

子どものとき 、母に読 んでもらった 記憶が あります。表 紙の絵と 、広島ではな

く、長崎の原 ばくの ことだという ことが 心に残ってい ます。  

 

作品は、 25 歳のきぬ えが、早朝「 へいわ 公園」へ行き 、山下 のおばさんに 出

会うエピソー ドには さまれ、き ぬえの 20 年前の被ばく 体験が 語られます 。き

ぬ え は 原 ば く が 投 下 さ れ た と き 、 人 形 と 遊 ん で い て 、 ふ と ん を 干 し た あ と の

空 の 長 持 に 入 っ た ま ま 爆 風 に 吹 き 飛 ば さ れ 、 や け ど を 負 い ま す 。 お か あ さ ん

は、家の下敷 きになっ て火事にあい 、兄のき よしは、おじ いさんと イモ畑で被

ばくし、おじ いさんは 一年後に亡く なりま す。そして、体がだる いと言ってい

た き よ し も つ い に 入 院 し 、 死 ん で し ま い ま す 。 引 用 は き よ し が 遺 し た ノ ー ト

に書かれてい たこと ばです。  

 

「耳のとおい おばさ ん」のことは、きよ し が「しらない子が、し らないおばさ

ん と 、 お や 子 の よ う に 手 を つ な い で 、 し っ て る 人 を さ が し て る ら し い … … 。」

状 況 の 人 に 出 会 っ た と き に 、「 さ が し た っ て だ め さ 。 し っ て る だ い じ な 人 は 、

もう、うらかみには 、おらん」（ p.74）と言ったことを 指して います。２つ目

の 引 用 は 、 死 に ゆ く 運 命 の き よ し が 、 妹 が 生 き 延 び る こ と を 願 っ た こ と ば で

す。  

 

き ぬ え の 家 族 を 中 心 に し た 原 ば く 以 降 の 出 来 事 が 丁 寧 か つ 、 淡 々 と 描 か れ て

い て 、 今 読 ん で も 当 時 の 状 況 が 目 に 浮 か び ま す 。 極 限 状 態 で も 家 族 や 地 域 の

人 が 助 け 合 う さ ま 、 き ぬ え が た く ま し く 生 き る さ ま が 心 に 残 り ま す 。 そ し て

篠原勝之の斬 新かつ 芸術的な絵は、編集 者 である小宮山 量平が「「原ばく問 題」

そのもののこ わさを 、きびしく表現す る」（「解説に代 えて」 p.123）と書いて

いるとおりだ と思い ました。（ Ｙ）  

 

***************************************************************** 

《４》  行って来ま し た！   

***************************************************************** 

京都文化博物 館で９ 月 10 日まで開催さ れ ている特別展「発 掘さ れた珠玉の名



品  少 女 た ち － 夢 と 希 望 ・ そ の は ざ ま で  星 野 画 廊 コ レ ク シ ョ ン よ り 」 に 行

ってきました 。京都 にある星野画 廊のコ レクションか ら約 120 点展示されて

います。星野画廊 は明 治、大正、昭和の時 代 のうねりの中 で、いつ しか忘れら

れた実力ある 画家た ちの作品を発 掘し、 紹介されてき たそう です。  

 

展示は、「 明治の少女 たち」「四 季のうつろ いの中で」「大正の個 性派画家たち 」

「歴史画に見 る少女 たち」「 夢見る少 女た ち」「慈 しむ母と して 」「モダ ンガー

ルズ」「日 仏画家の 競 艶」の８章に分 けられ ています。「少女た ち」をテーマに、

幼児から大人 までの 女性の、いろ いろな場 面や、いろい ろな表情 の、日本画や

洋 画 が 楽 し め ま す 。 落 款 が あ っ て も 作 者 に つ い て 不 詳 な 作 品 に 、 味 わ い 深 い

ものがたくさ んあり ました。  

 

私は第２章に 展示さ れている美し い日本 画が特に心に 残りま した。「夏苑 の少

女」（柳江 という落 款 ・作者不詳、 1912-1926 年、絹本彩色）は 、赤いリボン

の 浴 衣 姿 の 少 女 が 、 麦 わ ら 帽 子 の か ご に 、 朝 顔 や 白 芙 蓉 の 花 を 入 れ て い る 場

面が描かれ、涼しさを 感じます。日 本画であ りながら、リ ボンや帽 子という西

洋 の ア イ テ ム が 入 り 込 み 、 花 を し っ か り と 見 つ め る 少 女 の 姿 に 現 代 的 な 少 女

とのつながり を感じ ます。  

 

「白川女」（小川千 甕 、 1907-1912 年、絹本 彩色）は、頭 に草花 をのせたふた

り の 白 川 女 が 話 し な が ら 歩 い て い る 前 を ツ バ メ が 飛 ん で い る 絵 で 楽 し そ う で

す。図録の解 説には「 この作品は、千甕がま だ京都にいた 明治後 期の作品で、

洋 画 家 の 浅 井 忠 に 学 び な が ら も 新 し い 日 本 画 を 模 索 し て い た 時 期 の 作 品 と 考

えられます 。」と あり 、白川女の 体の自由 な動きや、彼女の日 常生活が感じ ら

れ る よ う な 表 情 、 頭 の 上 の 草 花 の 色 鮮 や か さ な ど が 、 い わ ゆ る 私 の イ メ ー ジ

している「美 人画」 とは違うよう に感じ ました。  

 

「窓辺御簾美 人」（ 数 馬という落款・作者不 詳、1926-1935 年、絹本彩色）は、

描 き 表 装 （ 額 縁 の よ う に 絵 を 取 り 囲 む 、 本 来 布 地 で あ つ ら え る 部 分 ま で 絵 で

描くこと）と いう手法 で描かれてい ます。御 簾を巻き上げ ている、大きな髷を

結 っ た 、 白 地 に 青 い 花 柄 の 着 物 の 笑 顔 の 女 の 人 が 、 枠 を 飛 び 出 し て 描 か れ て

い る 手 法 が ユ ニ ー ク で 、 立 体 的 に 見 え ま す 。 マ ン ガ の コ マ を 飛 び 出 し て 描 か

れている絵を 思い出 しました。  

 

少女の描かれ 方から、少女観、絵画 観、日本 画や洋画の手 法の変 化が見られた

こ と が 興 味 深 く 、 京 都 を 歩 き な が ら 、 絵 で 見 た よ う な 少 女 た ち と す れ 違 っ た

ような気がし ました 。（Ｋ）  

 

京都文化博物 館  https://www.bunpaku.or.jp/ 

 

***************************************************************** 

《５》  宮川健郎  私 の出会った児 童文学 者たち  

***************************************************************** 

連載「私の出会っ た 児童文学者た ち」（宮 川健郎）は、著者のつ ごうにより休

載させていた だきま す。  

 

＜第１回～第 ３回は こちらからご らんく ださい＞  

http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html 

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【３】全国の イベン ト紹介  

https://www.bunpaku.or.jp/
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/watashinodeatta.html


■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

●  第 11 回  あまんき みこ研究会  

 シンポジウ ム「更新 された『車の いろは空 のいろ』全４ 冊をめぐ って－あま

んきみこの研 究と実 践は今－」  他  

日  時：９月 23 日（土・祝）  13： 15～ 17： 00 

会  場：玉川大学  大 研棟 B104 会議室（対 面を基本とし 、ハイ フレックス）  

主  催：あまんきみ こ 研究会   ※  要申し 込み、非会員 も可  

 

上記イベント の詳細 およびその他 の講座 ・講演会、展 示会、 公募情報につ い  

ては、こちら からご 覧ください。 ↓↓  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html 

※ イ ベ ン ト の 開 催 内 容 が 変 更 さ れ る 可 能 性 が あ り ま す 。 最 新 情 報 は 主 催 者 へ

お問い合わせ くださ い  

※イベント情 報をお 送りください 。当財 団ＨＰに掲載 させて いただきます ／  

 

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

【４】プレゼ ント  

■━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ■  

今 号 の コ ラ ム 《 １ 》「 こ の 本 読 ん だ ？ 」 で 紹 介 し ま し た 『 い つ も の と こ ろ で 』

をプレゼント します 。ご希望の方 は、プレ ゼント応募フ ォーム から、 (1)お名

前  (2)郵便番号・住 所  (3)電話番号  (4)メールアドレ ス、よ ろしければ  (5)

このメルマガ のご感 想をお書きの うえ  ご 応募ください 。  

応募フォーム ⇒  https://forms.gle/wTrFHBedaw4s3Bus9 

締切は９月 11 日（月 ）、当選発 表は発送 を もって代えさ せてい ただきます／  

 

編┃集┃長┃ の┃つ ┃ぶ┃や┃き ┃  

━┛━┛━┛ ━┛━ ┛━┛━┛━ ┛  

４年ぶりの完 全開催 の地元の夏祭 りのに ぎわいは相当 なもの 。修繕されて い

たり飾り付け が新調 されたりと、 そろい の装束の青年 団が張 り切っていま

す。昔は、め いめい の服装で１ト ン以上 はあろうかと いう布 団太鼓を必死 で

担いだもので す。今 は、ほとんど のルー トをコマ付き の台車 に乗せて引い て

回っています 。氏神 さまはニヤリ と笑っ ているかもし れませ ん。（ＴＡ ）  

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

------------------------------------------------------------------ 

み な さ ま の ご 意 見 ・ ご 感 想 を お 聞 か せ く だ さ い 。 下 記 メ ー ル ア ド レ ス ま で お

願いします。  

原則として返 信はい たしませんの でご了 承ください。  

●このメール マガジ ンは、ご登録 いただ きました皆様 に配信 しています。  

●配信の登録 ・解除 ・変更は、  

  http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html 

●このメール の送信 アドレスは配 信専用 です。  

●記事の無断 転載は ご遠慮くださ い。  

------------------------------------------------------------------ 

発行：一般財 団法人  大阪国際児童 文学振 興財団  http://www.iiclo.or.jp/ 

〒 577-0011 大阪府東 大阪市荒本北 1-2-1 大阪府立中央 図書館 内  

TEL： 06-6744-0581  FAX： 06-6744-0582  E-mail： office＠ iiclo.or.jp 

------------------------------------------------------------------ 

━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━ ━━━ ━━━━━━  

http://www.iiclo.or.jp/03_event/04_other/index.html
https://forms.gle/wTrFHBedaw4s3Bus9
http://www.iiclo.or.jp/m1_magazine/index.html
http://www.iiclo.or.jp/

